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去
る
七
月
三
十
日
に
召
集
さ
れ
た

第
百
四
十
三
臨
時
国
会
に
お
い
て
、

「
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
、
十
月
十
五
日
に
成
立
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
法
改
正
は
、
お
も
に
森
林

計
画
制
度
の
見
直
し
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
分
権
推
進
の

潮
流
と
相
ま
っ
て
、
近
年
に
な
く
大

幅
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し

て
、
今
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
　
改
正
法
の
趣
旨

　
停
滞
し
て
い
る
間
伐
を
適
切
に
実

施
し
、
公
益
的
機
能
を
重
視
し
た
森

林
施
業
と
し
て
長
伐
期
や
複
層
林
な

ど
の
施
業
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
「
森
林
施
業
計
画
制
度
」
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
森
林
施
業
に
係

る
市
町
村
の
役
割
を
強
化
す
る
等
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。

二
　
改
正
法
の
概
要

　
a

間
伐
の
適
切
な
推
進

①
　
現
行
の
森
林
施
業
計
画
の
認
定

要
件
に
計
画
的
な
間
伐
の
実
施
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

②
　
保
安
林
に
お
け
る
間
伐
に
つ
い

て
は
、
伐
採
の
許
可
制
が
事
前
届

出
制
と
な
り
、
手
続
き
が
簡
素
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
b

公
益
的
機
能
を
重
視
し
た
森
林

施
業
の
推
進

　
人
工
林
に
お
い
て
長
伐
期
や
複
層

林
の
施
業
へ
の
誘
導
を
図
る
「
特
定

森
林
施
業
計
画
」
の
認
定
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
が
拡

充
さ
れ
て
、

①
　
森
林
所
有
者
が
共
同
し
て
作
成

す
る
方
式
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

②
　
こ
の
計
画
の
対
象
森
林
が
人
工

林
だ
け
で
な
く
天
然
林
に
も
拡
大

さ
れ
て
、
里
山
林
等
の
整
備
の
促

進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
c

森
林
施
業
に
係
る
市
町
村
の
役

割
強
化

①
　
市
町
村
が
森
林
施
業
に
関
す
る

指
導
の
拠
り
所
と
す
る
「
市
町
村

森
林
整
備
計
画
」
が
民
有
林
の
所

在
す
る
全
て
の
市
町
村
で
策
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
計
画
の
内
容
も
拡
充
さ
れ
、

間
伐
・
保
育
に
限
ら
ず
、
造
林
か

ら
伐
採
に
至
る
森
林
施
業
に
関
す

る
総
合
的
な
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
　
「
森
林
施
業
計
画
」
の
認
定
、

「
伐
採
の
届
出
」
の
受
理
、
伐
採

計
画
の
変
更
命
令
、
施
業
の
勧
告

等
の
権
限
が
、
都
道
府
県
知
事
か

ら
市
町
村
長
へ
委
譲
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

三
　
そ
の
他

　
こ
の
改
正
森
林
法
は
、
平
成
十
一

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画

の
策
定
や
内
容
の
拡
充
に
係
る
規
定

は
、
本
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

（
林
政
課
計
画
係
）
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弥
高
公
園

　
弥
高
公
園
は
、
川
上
町
の
西
部
、

備
中
町
と
の
境
、
高
山
地
区
に
位
置

し
、
公
園
内
に
は
川
上
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
標
高
六
五
四
　
の
弥

高
山
が
あ
り
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
は

す
ば
ら
し
く
、
三
六
〇
度
の
展
望
の

中
に
、
吉
備
高
原
の
山
並
み
、
北
は

大
山
、
南
は
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
、

四
国
山
脈
の
連
山
ま
で
見
渡
す
こ
と

が
で
き
、
元
旦
に
は
初
日
の
出
を
見

よ
う
と
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ
ま

す
。

　
こ
の
公
園
は
、
昭
和
四
一
年
に
高

梁
川
上
流
県
立
自
然
公
園
（
公
園
内

は
特
別
地
域
）
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

四
八
年
に
は
鳥
獣
保
護
区
（
公
園
内

は
特
別
保
護
地
区
）
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
の
来
園
者
数
は
、
約

一
四
万
七
千
人
で
、
春
は
ツ
ツ
ジ
、

夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
雲
海
と
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
公
園
で
す
。

　
ま
た
公
園
内
に
は
、
青
々
と
し
た

樹
齢
六
〇
か
ら
七
〇
年
の
ア
カ
マ
ツ

の
大
木
が
約
三
五
〇
本
自
生
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

松
く
い
虫
被
害
は
深
刻
で
公
園
内
に

も
広
が
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
こ

の
ア
カ
マ
ツ
を
守
ろ
う
と
平
成
九
年

度
か
ら
地
上
散
布
を
実
施
し
て
お

り
、
ま
た
、
樹
幹
注
入
に
よ
る
防
除

も
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
内
の
整
備
の
状
況
は
、
地
域

活
性
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和

六
〇
年
度
よ
り
高
山
地
区
の
人
々
と

と
も
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
林
業

構
造
改
善
事
業
等
を
活
用
し
、
登
山

道
や
遊
歩
道
の
整
備
を
は
じ
め
林
間

休
養
施
設
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
・

研
修
施
設
等
）
、
簡
易
宿
泊
所
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
等
の
整
備
を
行
い
、
平
成

二
年
三
月
に
は
、
弥
高
山
公
園
管
理

事
務
所
（
直
売
所
を
含
む
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
望
施
設
、
野
営
場
、
野

外
ス
テ
ー
ジ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
木
造
遊
具
施
設
（
ピ
ノ
キ
オ
ラ

ン
ド
）
、
駐
車
場
等
の
整
備
も
な
さ

れ
充
実
し
た
設
備
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
を
利
用
し
て
毎
年
四
月

に
は
、
自
生
の
も
の
と
合
わ
せ
て
、
昭

和
六
二
年
度
か
ら
植
栽
さ
れ
て
き
た

十
四
種
類
、
約
一
〇
万
本
の
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
乱
れ
る
中
、
地
域
お
こ
し
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
弥
高
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
で
十
二
回
目
を
迎
え
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ダ
・
カ
ー
ポ
の
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
ア
ニ
メ
の
ド
ク

タ
ー
ス
ラ
ン
プ
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸
能
と

し
て
、
き
じ
丸
太
鼓
、
子
供
神
楽
な

ど
が
開
催
さ
れ
他
に
も
、
川
上
町
の

特
産
品
販
売
テ
ン
ト
村
、
弥
高
山
山

頂
に
お
い
て
お
し
る
こ
無
料
サ
ー
ビ

ス
（
先
着
三
〇
〇
食
）
、
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
特
産
品

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
遠
く
は
県
外
か
ら
多
く
の
見

物
客
が
訪
れ
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
内

で
、
6
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
高
梁

支
部
が
高
山
緑
の
少
年
隊
と
協
力
し

て
緑
の
羽
根
街
頭
募
金
を
実
施
し
、

多
額
の
募
金
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
貸
別
荘

バ
ン
ガ
ロ
ー
へ
の
宿
泊
客
、
テ
ン
ト

で
の
キ
ャ
ン
プ
で
大
勢
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
雲
海
が

す
ば
ら
し
く
、
一
番
き
れ
い
に
見
え

る
十
一
月
上
旬
に
は
、
写
真
マ
ニ
ア

が
カ
メ
ラ
片
手
に
多
く
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
公
園
は
自
然
環
境
に

も
優
れ
て
お
り
、
メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ

ス
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
類
な
ど
の
か
わ

い
ら
し
い
野
鳥
も
見
ら
れ
る
公
園
な

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
等
の
宿
泊
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
等
日
帰
り
で
も
十
分
楽
し
め
る
公

園
で
す
の
で
皆
様
も
家
族
連
れ
で
是

非
お
い
で
下
さ
い
。

◇
交
通

備
中
高
梁
駅
か
ら
川
上
町
地
頭
ま
で

車
で
三
〇
分
。

川
上
町
地
頭
よ
り
車
で
二
〇
分
。

【
宿
泊
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

弥
高
山
ロ
ッ
ジ

　
（
〇
八
六
六
）
四
八
│
二
八
三
〇

（
高
梁
普
及
指
導
区
Ag
内
田
直
人
）

公園内宿泊施設

ファミリーギャザリング

10

メ
ー
ト
ル

－ 3 －
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普
及
指
導
最
前
線

炭
焼
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に

　
ア
カ
マ
ツ
は
、
岡
山
県
の
県
木
と

し
て
親
し
ま
れ
、
松
林
は
、
景
観
上

や
暴
風
・
防
災
な
ど
の
国
土
保
全
及

び
森
林
資
源
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
松
く
い
虫
被
害
が
増
加
し
松
林
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
松
く
い
虫
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
薬
剤
の
空
中
散
布
及
び

立
木
伐
倒
駆
除
等
を
中
心
に
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
材
価
の
低
迷
、
人
手

不
足
に
よ
り
防
除
意
識
が
薄
れ
被
害

が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
木
の
有
効
利
用
の
一
つ
で
あ

る
木
炭
化
を
実
施
し
、
自
主
防
除
の

促
進
を
図
る
目
的
で
、
平
成
十
年
七

月
三
十
一
日
（
土
）
久
米
南
美
し
い

森
（
久
米
郡
久
米
南
町
中
籾
地
内
）

多
目
的
広
場
に
お
い
て
、
同
美
し
い

森
管
理
運
営
協
会
及
び
地
域
住
民
を

対
象
に
、
森
林
病
害
虫
等
防
除
セ
ン

タ
ー
等
の
機
具
で
あ
る
移
動
式
炭
化

炉
、
簡
易
搬
出
機
及
び
自
動
薪
割
機

を
利
用
し
た
炭
焼
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

二
　
内
　
容

　
『
久
米
南
美
し
い
森
』
の
松
く
い

虫
被
害
木
の
徹
底
駆
除
を
図
る
た
め

前
以
て
久
米
南
町
職
員
と
林
業
改
良

指
導
員
が
合
同
で
、
松
く
い
虫
被
害

木
の
伐
倒
、
搬
出
、
玉
切
り
及
び
薪

割
り
等
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
参
加
者
全
員
で
移
動
式

炭
化
炉
を
組
立
て
た
後
、
被
害
木
の

詰
め
込
み
か
ら
着
火
ま
で
の
工
程
を

行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
ド
ラ
ム
缶
を
利
用
し
た
竹

炭
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
構
造
及
び

設
置
、
竹
酢
液
の
採
取
方
法
等
の
説

明
を
行
っ
た
後
竹
材
を
詰
め
込
み
着

火
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
前
に
伐
採
し
て
お
い
た

被
害
木
を
搬
出
す
る
た
め
、
簡
易
搬

出
機
の
使
用
及
び
自
動
薪
割
機
の
説

明
等
を
行
っ
た
後
参
加
者
に
よ
っ
て

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
松
葉
、
松

ぼ
っ
く
り
、
野
草
等
を
材
料
に
焚
き

火
で
茶
筒
等
を
利
用
し
簡
単
に
で
き

る
御
花
炭
を
作
り
楽
し
み
ま
し
た
。

三
　
お
わ
り
に

　
移
動
式
炭
化
炉
は
、
炭
材
を
入
手

し
易
い
場
所
に
移
動
し
、
組
立
て
て

利
用
で
き
ま
す
。
僅
か
一
日
な
い
し
二

日
で
炭
材
の
詰
め
込
み
か
ら
出
炭
ま

で
が
可
能
で
、
特
に
熟
練
し
た
人
が

い
な
く
て
も
簡
単
に
炭
が
作
れ
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
昔
な
が
ら
の
炭
焼
と

の
違
い
や
自
動
薪
割
機
、
簡
易
搬
出

機
な
ど
珍
し
い
機
具
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
、
熱
心
に
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
焼
い
た
炭
は
、
久
米
南
美
し

い
森
の
キ
ャ
ン
プ
場
等
利
用
者
に
無

料
で
提
供
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に

利
用
さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
を
機
会
に
防
除
意

識
が
高
ま
り
防
除
セ
ン
タ
ー
機
具
が

有
効
に
利
用
さ
れ
、
森
林
所
有
者
が

自
ら
行
う
自
主
防
除
を
一
層
推
進
し

被
害
が
終
息
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
久
米
普
及
指
導
区
Ag
江
見
喜
光
）御花炭

－ 4 －

移動式炭化炉

ドラム缶による炭焼がま
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林
業
試
験
場
に
は
造
林
用
の
優
良

種
子
を
生
産
す
る
た
め
に
採
種
園
を

造
成
し
て
い
ま
す
。
那
岐
山
を
遠
望

す
る
丘
陵
地
に
造
成
さ
れ
て
い
る
ア

カ
マ
ツ
採
種
園
（
四
〇
年
生
）
に
は

休
憩
所
や
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
松

林
の
さ
わ
や
か
さ
、
美
し
さ
を
控
え

め
に
主
張
し
て
い
ま
す
。
松
の
造
林

も
最
盛
期
（
昭
和
四
二
年
）
に
は
約

二
〇
〇
〇
㌶
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年

は
大
幅
に
減
少
し
、
採
種
園
本
来
の

役
割
は
小
さ
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の

採
種
園
に
た
た
ず

み
、
木
々
の
梢
を

通
る
風
の
音
に
耳

を
傾
け
る
と
き
、

松
の
来
し
方
、
行

く
末
に
つ
い
て
の
思
い
が
脳
裏
を
よ

ぎ
り
ま
す
。

　
松
林
が
急
速
に
増
え
て
き
た
の

は
、
花
粉
分
析
の
結
果
約
一
四
〇
〇

年
前
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
は
建
築

用
材
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
三

〇
年
代
ま
で
は
家
庭
用
燃
料
と
し
て

そ
の
落
葉
落
枝
を
採
取
す
る
の
が
農

山
村
の
普
通
の
生
活
で
あ
り
、
一
〇

〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
人
々
の
生

活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
ま
が
ね
ふ
く
」
と
枕
詞
に
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
吉
備
の
国
は
古

代
よ
り
鉄
の
一
大
産
地
で
あ
り
、
近

世
以
降
も
岡
山
県
は
た
た
ら
製
鉄
が

盛
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
想
像
を

絶
す
る
量
の
木
炭
、
薪
が
使
用
さ

れ
、
そ
れ
は
明
治
中
頃
に
製
鉄
技
術

が
洋
式
高
炉
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

ま
で
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
製
塩

や
窯
業
に
お
い
て
も
同
様
に
燃
料
の

確
保
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
松
は
こ

れ
ら
地
域
産
業
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
先
の
戦
争
中
は
強
制

供
出
に
よ
っ
て
大
量
に
伐
採
さ
れ
ま

し
た
が
、
特
に
、
飛
行
機
用
燃
料
と

し
て
松
根
を
採
取
し
た
り
、
樹
脂
を

採
取
す
る
た
め
に
幹
に
Ｖ
字
の
切
れ

目
を
入
れ
た
痛
々
し
い
松
が
里
山
の

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ら
れ
、
ま
さ

に
、
ね
こ
そ
ぎ
の
利
用
で
し
た
。

　
岡
山
の
松
林
を
語
る
と
き
、
先
人

の
努
力
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

江
戸
期
初
期
の
熊
沢
蕃
山
は
「
山
を

治
め
る
の
は
国
の
本
な
り
」
と
説
き
、

計
画
的
な
伐
採
を
進
め
ま
し
た
。
そ

の
思
想
を
受
け
継
ぎ
明
治
期
の
宇
野

円
三
郎
は
、
「
治
水
殖
林
本
源
論
」

に
よ
っ
て
積
極
的
な
復
旧
造
林
を
推

進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
流
れ
は

昭
和
期
以
降
も
引
継
が
れ
、
全
国
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
っ
て
、
日
本
林
学
の
草
分
け
的

学
者
本
田
静
六
は
、
「
ア
カ
マ
ツ
亡

国
論
」
を
唱
え
物
議
を
か
も
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
カ
マ
ツ
は
国
を
亡
ぼ

す
木
と
言
う
の
で
は
な
く
、
ア
カ
マ

ツ
し
か
育
た
な
い
よ
う
な
や
せ
地
が

増
え
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
し
た

も
の
で
し
た
が
、
や
せ
地
に
も
育
つ

ア
カ
マ
ツ
は
や
せ
地
の
拡
大
を
防
い

で
国
土
の
荒
廃
を
救
い
、
人
々
の
生

活
や
産
業
を
支
え
て
き
た
「
救
国
の

木
」
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
松
に
と
っ
て
有
史
以
来
の
最
大
の

危
機
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
来
し
た

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
被

害
で
し
た
。
し
か
も
、
燃
料
と
し
て

の
需
要
が
な
く
な
っ
て
い
た
里
山
は

富
栄
養
化
の
道
を
た
ど
っ
て
お
り
、

多
く
の
被
害
林
は
落
葉
広
葉
樹
や
ソ

ヨ
ゴ
、
ア
ラ
カ
シ
等
の
常
緑
広
葉
樹

林
に
と
変
わ
り
、
松
茸
も
庶
民
と
縁

遠
い
存
在
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
松
の
た
ど
っ
た
栄
枯

盛
衰
の
歴
史
は
、
松
と
人
間
生
活
と

の
関
わ
り
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
言
え

ま
す
。
荒
廃
地
復
旧
の
先
兵
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
人
々

の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
て
き
た
松

に
思
い
を
い
た
し
、
多
く
の
先
人
の

汗
を
徒
労
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

も
、
我
々
は
松
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で

す
。
一
本
の
庭
の
松
や
盆
栽
に
悠
久

の
自
然
を
感
じ
、
こ
よ
な
く
愛
す
る

人
は
多
い
の
で
す
が
。

－ 5 －
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林

研

だ

よ

り

「
蒜
菜
会
・
婦
人
林
業
研
究
部
会
」

会
長
　
原
　
　
　
章
　
児
　

一
　
は
じ
め
に

　
岡
山
県
北
部
の
観
光
地
蒜
山
地
方

に
あ
る
当
グ
ル
ー
プ
は
、
地
元
に
豊

富
に
あ
る
山
菜
や
キ
ノ
コ
等
を
有
効

に
利
用
し
た
山
菜
料
理
の
研
究
と
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
と
山
村

の
交
流
を
通
じ
て
森
林
の
大
切
さ
、

山
菜
資
源
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
三
年
三
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
川
上
村
・
八
束

村
の
十
四
名
で
原
章
児
会
長
を
中
心

に
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
の
そ
主
な
活
動
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

二
　
活
動
内
容

　
a

　
キ
ノ
コ
鑑
定
会
・
キ
ノ
コ
料

理
パ
ー
テ
ィ
ー

　
キ
ノ
コ
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、

食
中
毒
を
な
く
す
こ
と
と
、
山
の
恵

み
に
感
謝
し
よ
う
と
昭
和
六
十
一
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
十
三

回
を
数
え
ま
す
。
今
年
は
十
月
十
四

日
に
八
束
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
、
岡
山

市
、
倉
敷
市
等
各
地
か
ら
の
参
加
者

が
あ
り
、
百
八
種
の
キ
ノ
コ
が
持
ち

こ
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
食
用
が

五
十
三
種
、
毒
キ
ノ
コ
が
十
一
種
、

そ
の
他
食
用
不
適
が
四
十
四
種
鑑
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鑑
定
後
は
蒜

菜
会
が
作
っ
た
キ
ノ
コ
料
理
で
キ
ノ

コ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
参
加
者
は
都

市
と
山
村
の
交
流
を
行
う
と
と
も

に
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　
b

　
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
の
実
証
栽
培

試
験
等

　
平
成
九
年
度
林
業
試
験
場
か
ら
種

菌
の
提
供
を
受
け
た
「
ウ
ス
ヒ
ラ
タ

ケ
」
の
実
証
栽
培
試
験
を
す
る
と
と

も
に
マ
イ
タ
ケ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
に
つ
い

て
は
発
生
が
良
好
で
蒜
山
地
方
で
も

栽
培
で
き
る
こ
と
が
実
証
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
栽

培
方
法
は
研
究
の
余
地
は
あ
る
も
の

の
発
生
は
良
好
で
、
今
後
蒜
山
地
方

の
特
産
品
と
し
て
普
及
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
を
料
理
パ
ー

テ
ィ
ー
等
で
使
用
し
た
と
こ
ろ
好
評

を
得
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
・
マ
イ
タ
ケ

料
理
集
を
昨
年
度
発
刊
し
ま
し
た
。

 

　
c

　
そ
の
他
の
活
動

 

　
こ
れ
ら
の
活
動
以
外
に
、
毎
年
五

月
に
は
「
蒜
山
食
べ
物
歳
時
記
ま
つ

り
」
を
行
い
山
菜
を
使
っ
た
特
産

品
、
郷
土
料
理
、
山
菜
等
の
販
売
、

同
時
に
ク
ロ
モ
ジ
、
ガ
マ
ズ
ミ
等
の

果
実
酒
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
蒜
山

の
特
産
品
や
山
菜
加
工
品
等
を
年
二

回
郷
土
を
離
れ
て
い
る
人
達
に
発
送

す
る
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
、
岡
山
う

ま
い
も
の
展
、
蒜
山
山
開
き
、
蒜
山

高
原
マ
ラ
ソ
ン
、
国
際
交
流
ス
キ
ー

教
室
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
都
市

と
山
村
の
交
流
を
通
じ
て
、
地
元
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
昨
年

度
、
農
林
水
産
祭
で
農
山
村
高
齢
者

優
良
活
動
が
認
め
ら
れ
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

三
　
お
わ
り
に

 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
当
地
域

に
適
し
た
山
菜
や
キ
ノ
コ
の
栽
培
を

定
着
化
さ
せ
蒜
山
地
方
な
ら
で
は
の

特
産
品
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 

（
真
庭
普
及
指
導
区
Ag
道
場
　
隆
）

キノコ鑑定会
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
全
国
山
火
事
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
Ｎ
玉
野
」

の
開
催
に
つ
い
て

　
今
月
十
六
日
（
月
）
、
十
七
日

（
火
）
に
玉
野
市
に
お
い
て
、
「
全

国
山
火
事
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
森
林
を

山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、
被
災
地
域

を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
自
治
体
や

住
民
、
学
識
経
験
者
等
多
く
の
人
々

の
連
携
に
よ
り
、
山
火
事
に
関
す
る

未
然
防
止
の
対
策
、
消
火
活
動
や
緑

の
回
復
・
保
全
に
つ
い
て
の
成
果
や

問
題
点
な
ど
の
情
報
の
交
流
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
方
に
山
火

事
防
止
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
山
火
事
防
止
に
つ

い
て
の
対
策
を
全
国
規
模
で
検
討
す

る
機
会
は
少
な
く
、
県
内
で
は
初
め

て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
県
、
地

元
玉
野
市
な
ど
で
構
成
す
る
「
実
行

委
員
会
」
が
主
催
し
、
自
治
省
消
防

庁
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
な
ど
が
後

援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

一
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「
山
火
事
と
自
然
環
境
を
考
え

る
」

二
　
開
催
日

　
平
成
十
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日
（
火
）

三
　
開
催
場
所

　
「
瀬
戸
内
国
際
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
」

（
玉
野
市
渋
川
）

四
　
開
催
内
容

　
ま
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
員
の
吉
村
秀

實
氏
に
よ
る
「
大
規
模
山
火
事
│
そ

の
時
、
そ
の
予
防
│
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
「
林
野
火
災
に
お
け
る

広
域
連
携
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
王
子
が
岳
山

頂
で
の
記
念
植
樹
が
実
施
さ
れ
一
日

目
が
終
了
し
ま
す
。

　
二
日
目
は
、
「
大
規
模
山
火
事
│

負
の
遺
産
か
ら
学
ぶ
も
の
│
を
テ
ー

マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は

安
中
市
長
、
白
鳥
町
長
、
物
部
村

長
、
玉
野
市
長
の
四
名
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
消
防
庁
の
山

下
邦
博
氏
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
の
後
藤

義
明
氏
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
二

日
間
の
行
事
が
終
了
し
ま
す
。

　
岡
山
県
を
は
じ
め
瀬
戸
内
各
県
は

山
火
事
の
多
発
す
る
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

山
火
事
予
防
の
一
層
の
推
進
に
つ
な

が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
今
一
度
、
森
林
の
重
要
性
を
認

識
い
た
だ
き
、
山
火
事
予
防
へ
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
基
調
講
演
に
つ
い
て
は
、

無
料
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
皆
様
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

－ 7 －



平成10年11月１日 り　ん　せ　い 第 342 号

　

－8－

　
十
月
四
日
、
鳥
取
市
内
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
二
回
全
国
育
樹
祭
終
了

後
、
岡
山
・
鳥
取
女
性
の
森
交
流
祭

が
、
「
女
性
の
森
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

 

　
「
女
性
の
森
」
は
、
鳥
取
市
連
合

婦
人
会
が
、
平
成
六
年
の
全
国
的
な

異
常
渇
水
を
契
機
に
行
っ
て
き
た
森

林
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
盛
り
上

が
っ
て
生
ま
れ
た
「
女
性
の
森
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
造
成
さ
れ
ま

し
た
。

 

　
面
積
は
〇
・
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
市
街
地
に
近
い
「
と
っ
と
り
出

合
い
の
森
」
敷
地
内
の
林
を
間
引

き
、
現
地
に
適
し
た
三
十
種
類
以
上

の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　
育
樹
祭
当
日
、
岡
山
県
か
ら
贈
っ

た
「
楷
の
木
」
五
本
を
岡
山
県
の
育

樹
祭
参
加
者
十
六
名
、
と
っ
と
り
女

性
の
森
グ
ル
ー
プ
七
名
、
歌
手
の
芹

洋
子
さ
ん
と
合
同
で
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

 

　
そ
の
後
、
女
性
の
森
を
散
策
し
、

二
十
世
紀
な
し
の
母
木
な
ど
を
視
察

後
、
懇
談
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

専
門
技
術
員
　
吉
岡
哲
哉

　
林
業
改
善
資
金
は
県
が
行
う
無
利

子
の
融
資
で
す
。
林
業
経
営
に
必
要

な
様
々
な
機
械
・
施
設
な
ど
の
整
備

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
　
貸
付
対
象
者

　
個
人
で
あ
る
森
林
所
有
者
、
個
人

で
あ
る
素
材
生
産
業
者
、
森
林
経
営

を
営
む
会
社

二
　
主
な
資
金
の
種
類

　
a

　
技
術
導
入
資
金

（
例
）
グ
ラ
ッ
プ
ル
・
プ
ロ
セ
ッ

サ
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
リ
モ
コ

ン
集
材
機
、
林
内
作
業
用
ト
ラ

ク
タ
、
ク
レ
ー
ン
付
作
業
車
、

作
業
道
開
設
用
機
械
、
炭
生
産

用
機
械
・
施
設
、
き
の
こ
生
産

用
機
械
・
施
設
等
　
他

　
b

　
安
全
生
産
施
設
資
金

（
例
）
防
振
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
防
振

携
帯
用
刈
払
機
、
自
動
枝
打
機

他

　
c

　
負
荷
除
去
等
施
設
資
金

（
例
）
暖
房
装
置
付
き
人
員
輸
送
用

自
動
車
、
休
憩
施
設
（
暖
房
設

備
・
器
具
を
備
え
た
も
の
）
他

　
　
　
ま
た
、
新
た
な
貸
付
対
象
と

し
て
簡
易
搬
出
機
（
ラ
ジ
コ
ン

ウ
ィ
ン
チ
）
が
加
わ
り
ま
し

た
。

三
　
返
済
方
法
　
均
等
年
賦
払
い

四
　
償
還
期
間

　
三
年
〜
十
年
以
内
（
機
械
・
施
設

の
耐
用
年
数
の
範
囲
内
）

五
　
貸
付
時
期

　
七
月
初
旬
、
九
月
初
旬
、
十
一
月

初
旬
、
一
月
初
旬
、
三
月
初
旬
　

六
　
申
込
時
期

　
貸
付
時
期
の
約
二
カ
月
前

　
そ
の
他
の
貸
付
対
象
機
械
・
施
設

及
び
申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
最

寄
り
の
地
方
振
興
局
森
林
課
、
森
林

組
合
及
び
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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当
協
会
が
募
集
し
て
い
た
第
四
代

「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」
の
選

考
会
を
九
月
三
日
、
岡
山
市
カ
ル

チ
ャ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
も
り
の
妖
精
」
は
、
県
が
進
め

て
い
る
「
美
し
い
森
づ
く
り
運
動
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林

業
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
七
年
度
か
ら
設
置
し
て
い
る
も
の

で
、
三
代
目
の
「
も
り
の
妖
精
」
の

活
動
期
間
が
九
月
末
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
今
回
募
集
を
行
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

　
選
考
会
当
日
は
、
書
類
審
査
に
合

格
し
た
五
十
三
名
が
出
席
し
、
自
己

Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
応
募
し
た
動
機
な
ど

の
面
接
選
考
に
臨
み
ま
し
た
。

　
選
考
は
、
当
協
会
の
a
宮
会
長
を

は
じ
め
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
の
土

田
次
長
、
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会

の
中
島
会
長
ら
七
名
の
審
査
員
に
よ

り
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
藤
村
留
名

（
ふ
じ
む
ら
　
る
な
）
さ
ん
＝
岡
山

市
、
虫
明
真
矢
（
む
し

あ
け
　
ま
や
）
さ
ん
＝

鴨
方
町
、
小
野
田
美
々

子
（
お
の
だ
　
み
み

こ
）
さ
ん
＝
勝
山
町
の

三
名
が
選
考
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
四
代
「
も
り
の
妖

精
」
の
活
動
期
間
は
十

月
か
ら
来
年
九
月
ま
で

の
一
年
間
で
、
九
月
三

十
日
に
は
活
動
開
始
に

あ
た
り
石
井
知
事
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
「
植

樹
の
つ
ど
い
」
な
ど
に

参
加
し
、
森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
派
遣
要

請
な
ど
活
動
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
当
協
会
事
務
局
（
県
庁
林

政
課
内
）
又
は
当
協
会
支
部
（
各
地

方
振
興
局
森
林
課
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

﹇
連
絡
先
﹈

〒
七
〇
〇
│
八
五
七
〇

　
岡
山
市
内
山
下
二
│
四
│
六

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
（
県

庁
林
政
課
内
）

1
（
〇
八
六
）
二
二
四
│
二
一
一
一

　
内
線
　
三
三
〇
四
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左から藤村さん，虫明さん，小野田さん
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （10月中旬）�  木　材（10月中旬）�

 �
 乾しいたけ（10月中旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

25－30

20－22

16－18

20－22

30－35

35－40

55－60

70－90

30－35

45－50

60－70

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

38－40

22－25

28－30

35－40

35－40

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

40－45

30－33

18－20

25－28

55－60

65－70

110－150

180－200

70－73

110－150

180－200

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

45－50

27－30

50－53

70－75

73－75

10.5

12.0

〃  

13.5

〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

80－85

105－110

120－130

90－95

100－120

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

20－23

23－25

25－30

60－65

33－40

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）６－８  

（本）12－20  

180－200

150－200

250－300

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－10
11－13
14－16
18上
７－10
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
平　均� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

11
15
22
21
16
16
－
17
22
－�

16
27
35
35
24
24
41
38
58
51

－
－
－�
15
－
－
－
20
－
－

48
43
34
30
29
24
57
55
52
38
29
12

69
67
66
53
57
48
79
78
64
64
44
49

　

編
集
後
記

○
先
日
の
台
風
十
号
で
は
、
県
内
に
お

い
て
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
林
業

関
係
も
災
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
今
年
は
、
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
の
鑑
定
は
非
常
に
難
し
い
の

で
、
食
用
キ
ノ
コ
と
し
て
間
違
い
な
く

鑑
定
さ
れ
た
も
の
以
外
は
絶
対
に
食
べ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
「
縦
に
裂
け
る
キ
ノ
コ
は
食

べ
ら
れ
る
」
、
「
ナ
ス
と
一
緒
に
料
理

す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
」
、
「
虫
が
食
べ

て
い
る
キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
迷

信
で
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

（
Ａ
）


